
5 国際商品相場  Fluctuation of International Commodity

Note : 1.  実質経済成長率は、80年までは 68SNA・90暦年基準、81年以降は 93SNA・95暦年基準、1995年
以降は連鎖方式による

   Real GDP growth was calculated by the SNA68 on the 1990 calendar-year basis until 1980; by the 
SNA93 on the 1995 calendar-year basis  in and after 1981; and by the chain method in and after 1995.

 2. 消費者物価指数は、71年以降は 05年暦年基準、それ以前は 00年暦年基準
   Consumer Price Index is on the 2000 calendar-year basis until 1970, and on the 2005 calendar-year 

basis in and after 1971.
Source :  内閣府 資料（旧経済企画庁「国民経済計算年報」、旧総務庁「消費者物価指数年報」含む）、日本銀行「物

価指数月報」「経済統計年報」等より作成
   Compiled from data available from the Cabinet Office (including the ex-Economic Planning Agency's 

"Annual Report on National Accounts and the ex-Management and Coordination Agency's "Annual Report 
on the Consumer Price Index"), BOJ's "Price Indexes Monthly" and "Economic Statistics Annual," etc.

6 日本経済の動向  Developments in the Japanese Economy

景     気

Business cycle

主な出来事

Incident

実質経済
成長率
（%）

Real GDP 
Growth

消費者
物価指数

（前年比 %）
Consumer Price 
Index （Change 

from previous year）

公定歩合
（年末値）
（年率%）

Central bank 
discount rate 
（end of year）

1969 昭和 44
  （いざなぎ景気） 10.3 5.2 6.25

1970 45 7.4 7.7 6.00
71 46

46年 12月～ 48年 11月
  （列島改造ブーム）

1971.12.スミソニアン体制 5.5 6.3 4.75
72 47 9.0 4.9 4.25
73 48 1973.10.第 1次石油危機 8.8 11.7 9.00
74 49 ▲ 0.1 23.2 9.00
75 50

50年 3月～ 52年 1月
  （好  況）

1975.11.第 1回サミット（ランブイエ） 4.4 11.7 6.50
76 51 2.9 9.4 6.50
77 52 4.0 8.1 4.25
78 53

52年 10月～ 55年 2月
  （好  況）

5.3 4.2 3.50
79 54 1979.11.第 2次石油危機 6.5 3.7 6.25

1980 55 1.1 7.7 7.25
81 56 2.9 4.9 5.50
82 57 2.8 2.8 5.50
83 58

58年 2月～ 60年 6月
  （ハイテク景気）

1.6 1.9 5.00
84 59 3.1 2.3 5.00
85 60 1985.9. Ｇ 5プラザ合意 5.1 2.0 5.00
86 61

61年 11月～平 3年 2
月
  （バブル景気）

3.0 0.6 3.00
87 62 3.8 0.1 2.50
88 63 6.8 0.7 2.50
89 平成元 5.3 2.3 4.25

1990 2 1990.8. イラクのクウェート侵攻 5.2 3.1 6.00
91 3 1991.1. 湾岸戦争勃発 3.4 3.3 4.50
92 4 1.0 1.6 3.25
93 5

5年 10月～ 9年 5月
  （カンフル景気）

1993.12.ガットウルグアイ・ラウンド交渉妥結 0.2 1.3 1.75
94 6 1.1 0.7 1.75
95 7 1.9 ▲ 0.1 0.50
96 8 2.6 0.1 0.50
97 9 1997.7.アジア通貨・金融危機発生 1.6 1.8 0.50
98 10 ▲ 2.0 0.6 0.50
99 11 11年 1月～ 12年 11月

  （ＩＴ景気）
▲ 0.2 ▲ 0.3 0.50

2000 12 2.3 ▲ 0.7 0.50
01 13 2001.9.米国同時多発テロ事件発生 0.4 ▲ 0.7 0.10
02 14

14年 1月～ 19年 10月
  （いざなみ景気）

0.3 ▲ 0.9 0.10
03 15 2003.3.イラク戦争 1.7 ▲ 0.3 0.10
04 16 2.4 0.0 0.10
05 17 1.3 ▲ 0.3 0.10
06 18 2006.7.日銀、ゼロ金利解除 1.7 0.3 0.40
07 19 2007.8.米国サブプライムローン危機勃発 2.2 0.0 0.75
08 20 2008.9.リーマン・ショック ▲ 1.0 1.4 0.30
09 21 2009.10欧州債務危機勃発 ▲ 5.5 ▲ 1.4 0.30

2010 22 4.7 ▲ 0.7 0.30
11 23 2011.3.東日本大震災 ▲ 0.6 ▲ 0.3 0.30
12 24 1.9 0.0 0.30
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（1） 景気の変化　Change of the Economic Condition
年  月

Year & Month
CRB先物指数

CRB futures price index

ロイター指数
The Reuters Commodity Index

(1931.9.18=100)

2002 211 ( 2.4 ) 1,270 ( 1.9 )

03 242 ( 14.5 ) 1,493 ( 17.5 )

04 275 ( 13.9 ) 1,619 ( 8.4 )

05 313 ( 13.7 ) 1,680 ( 3.8 )

06 376 ( 20.2 ) 2,019 ( 20.2 )

07 420 ( 11.7 ) 2,399 ( 18.8 )

08 491 ( 16.8 ) 2,539 ( 5.8 )

09 408 ( ▲16.8 ) 2,082 ( ▲18.0 )

10 505 ( 23.7 ) 2,552 ( 22.6 )

11 632 ( 25.1 ) 3,061 ( 20.0 )

2012 564 ( ▲10.8 ) 3,004 ( ▲1.9 )

1 580 ( ▲8.1 ) 2,826 ( ▲12.4 )

2 594 ( ▲10.1 ) 2,935 ( ▲11.7 )

3 583 ( ▲12.6 ) 2,968 ( ▲7.9 )

4 559 ( ▲17.9 ) 2,970 ( ▲8.4 )

5 529 ( ▲17.9 ) 2,913 ( ▲7.1 )

6 516 ( ▲19.9 ) 2,875 ( ▲8.5 )

7 555 ( ▲14.0 ) 3,065 ( ▲2.5 )

8 563 ( ▲12.1 ) 3,109 ( 2.2 )

9 581 ( ▲7.1 ) 3,172 ( 6.5 )

10 575 ( ▲2.5 ) 3,110 ( 11.8 )

11 566 ( ▲4.3 ) 3,068 ( 10.7 )

12 565 ( 0.1 ) 3,030 ( 11.1 )

Note : 1. カッコ内は前年 (同月 )比上昇率 (▲下落率 )：％
   Figures in parentheses represent an increase or decrease ( ▲ ) from the 

corresponding months of the previous year (in percentage)
 2. 指数は月次および年次平均値
  The Index is a monthly or yearly average.
Source : 内閣府「海外経済データ」より作成
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7 技術貿易  Trade in Technology

Source : 総務省「科学技術研究調査報告」より作成
   Compiled from Ministry of Internal Affairs and Communications' (MOIAC) report on Investigations into 

Science and Technology

（産業別  By Industry） （億円  ¥100 million）

（輸出  Exports） FY2007 FY2008 FY2009 FY2010 FY2011

全 産 業 All Industries 24,823 22,255 20,153 24,366 23,852 

製 造 業 Manufacturing Industries 24,010 21,567 19,676 23,767 23,164 

化 学 工 業 Chemicals 731 685 580 559 631 

鉄 鋼 業 Iron & Steel 52 66 68 69 82 

電気機械工業 Electric & Electronic Equipment 1,126 993 857 976 961 

建     設    業 Construction 113 33 9 12 10 

その他非製造業 Other Non-Manufacturing Industries 699 655 468 587 678 

（輸入  Imports）

全 産 業 All Industries 7,105 6,000 5,349 5,301 4,148 

製 造 業 Manufacturing Industries 6,048 5,751 5,108 4,538 3,531 

化 学 工 業 Chemicals 348 396 308 188 163 

電気機械工業 Electric & Electronic Equipment 453 287 11 11 236 

輸送用機械工業 Transportation Equipment 356 336 349 289 261 

建 設 業 Construction 4 5 3 2 5 

その他非製造業 Other Non-Manufacturing Industries 1,053 244 238 761 612 

（地域別・国別  By Area/Country） （億円  ¥100 million）

（輸出  Exports） FY2007 FY2008 FY2009 FY2010 FY2011

全 世 界 Grand Total 24,823 22,255 20,153 24,366 23,852 

米 国 USA 9,481 8,175 7,180 8,623 8,049

ヨ ー ロ ッ パ Europe 4,322 3,681 2,888 3,213 3,552 

ア ジ ア Asia 8,389 8,501 8,384 10,537 10,280 

（輸入  Imports）

全 世 界 Grand Total 7,105 6,000 5,349 5,301 4,148 

米 国 USA 5,086 4,133 3,850 4,027 3,148

ヨ ー ロ ッ パ Europe 1,860 1,664 1,284 1,077 888 

収 支 Trade Balance 17,718 16,255 14,804 19,066 19,704

（2） 基調判断の変化　Assessment of the Current State of the Economy

報告月 該当月 基調判断 輸出 輸入

2011年 
1月 11月

景気は、足踏み状態にあるが、一部に持ち直し
に向けた動きがみられる。ただし、失業率が高
水準にあるなど依然として厳しい状況にある。

〃 〃

2月 12月
景気は、持ち直しに向けた動きがみられ、足踏
み状態を脱しつつある。ただし、失業率が高水
準にあるなど依然として厳しい状況にある。

持ち直しの動きがみら
れる。 〃

3月 2011年 
1月

景気は、持ち直しに転じているが、自律性は弱く、
東北地方太平洋沖地震の影響が懸念される。ま
た、失業率が高水準にあるなど依然として厳し
い状況にある。

〃 持ち直しの動きがみら
れる。

4月 2月

景気は、持ち直していたが、東日本大震災の影
響により、このところ弱い動きとなっている。
また、失業率が高水準にあるなど依然として厳
しい状況にある。

持ち直しの動きがみら
れたものの、東日本大
震災の影響による減少
が懸念される。

〃

5月 3月
景気は、東日本大震災の影響により、このとこ
ろ弱い動きとなっている。また、失業率が高水
準にあるなど依然として厳しい状況にある。

東日本大震災の影響に
より、このところ減少
している。

〃

6月 4月
景気は、東日本大震災の影響により依然として
厳しい状況にあるなかで、このところ上向きの
動きがみられる。

減少していたが、上向
きの動きがみられる。 〃

7月 5月 〃 上向きの動きがみられ
る。 横ばいとなっている。

8月 6月 景気は、東日本大震災の影響により依然として
厳しい状況にあるものの、持ち直している。

持ち直しの動きがみら
れる。 〃

9月 7月 〃 〃 〃

10月 8月
景気は、東日本大震災の影響により依然として
厳しい状況にあるなかで、引き続き持ち直して
いるものの、そのテンポは緩やかになっている。

横ばいとなっている。 緩やかに増加している。

11月 9月
景気は、東日本大震災の影響により依然として
厳しい状況にあるなかで、緩やかに持ち直して
いる。

〃 〃

12月 10月 〃 〃 〃
2012年 

1月 11月 〃 このところ弱含んでい
る。

このところ増勢が鈍化
している。

2月 12月 〃 〃 〃

3月 2011年 
1月 〃 〃 〃

4月 2月 〃 横ばいとなっている。 横ばいとなっている。

5月 3月
景気は、依然として厳しい状況にあるものの、
復興需要等を背景として、緩やかに回復しつつ
ある。

持ち直しの動きがみら
れる。 〃

6月 4月 〃 〃 持ち直しの動きがみら
れる。

7月 5月 〃 〃 〃

8月 6月
景気は、このところ一部に弱い動きがみられる
ものの、復興需要等を背景として、緩やかに回
復しつつある。

弱含んでいる。 横ばいとなっている。

9月 7月 景気は、世界景気の減速等を背景として、回復
の動きに足踏みがみられる。 〃 〃

10月 8月
景気は、引き続き底堅さもみられるが、世界景
気の減速等を背景として、このところ弱めの動
きとなっている。

〃 〃

11月 9月 景気は、世界景気の減速等を背景として、この
ところ弱い動きとなっている。 〃 〃

12月 10月 〃 このところ緩やかに減
少している。 〃

Source : 内閣府 月例経済報告より作成
  Compiled from Cabinet Office Government of Japan's monthly economic report
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